










耐震等級
「地震に対する構造躯体の損傷(⼤規模な修復⼯事を要する程度の著しい損傷)の⽣じにくさ」を等級で表⽰します。 

稀に(数⼗年に⼀度程度)発⽣する地震⼒が建築基準法で定められており、これに対して損傷を⽣じない程度のものを等級1としています。

地震保険

50％割引！！

計算⽅法は3通り

1�構造計算
構造計算(許容応⼒計算)は建物全てに精密性の⾼い計算⽅法です。
2�性能表⽰計算
壁量計算に加えて、「⽔平構⾯(床・屋根倍率)」と「横架材接合部の倍率」を検証します。 
※基礎・横架材はバランスを検討している簡易計算でスパン表(早⾒表)を⽤います。
3�仕様規定
建築基準法上で決められた計算⽅法、壁量計算と呼ばれるものです。

同じ等級でも計算方法によって強度は違う！！

こちらをクリックすると、詳細ページに⾶びます。
（外部サイトに遷移します。）

https://www.lixil.co.jp/reform/gensai/column/column_vol08/
https://www.lixil.co.jp/reform/gensai/column/column_vol08/
https://www.lixil.co.jp/reform/gensai/column/column_vol08/
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TAX

国土交通省
03-5253-8111（代）

お問合せ先

（独）住宅金融支援機構 お客様コールセンター
0120-0860-35

お問合せ先

地震保険を取り扱う損害保険代理店または損害保険会社お問合せ先
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可変性

等級３

居住環境

バリアフリー性

維持保全計画

等級３

災害配慮

住戸面積
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